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第一編  概要 

1  沿革 

・昭和26年 中央保健所内に「衛生相談所」設立。 

・昭和44年 4月 1日 千葉県衛生センター建設準備委員会発足。 

・昭和45年 12月 5日 精神衛生相談所を廃止し、「千葉県精神衛生センター」を設置。 

・昭和63年 7月 精神衛生法の改正により「千葉県精神保健センター」に改称。 

・平成7年6月 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（以下「精神保健福祉法」とい 

う。）の改正により「千葉県精神保健福祉センター」に改称。 

・平成14年 審査課が設置され、精神医療審査会の事務、自立支援医療費（精神通院医

療）及び精神障害者保健福祉手帳の審査・判定事務が加わる。 

 

 

設 置 昭和45年 12月 1日 

竣 工 昭和45年 12月 5日 

落 成 式 昭和46年 2月 5日 

開設許可 昭和46年 2月 17日 

業務開始 昭和46年 3月 16日 

名称変更 昭和63年 7月 1日、平成 7年 10月 13日 

 

 

2  業務 

  「精神保健福祉センター運営要領について」 

（平成8年1月 19日付け健医発第５７号厚生省保健医療局長通知）による 

 

（1）企画立案 

地域精神保健福祉を推進するため、都道府県の精神保健福祉主管部局及び関係諸機関に対し、専

門的立場から、社会復帰の推進方策や、地域における精神保健福祉施策の計画的推進に関する事項

等を含め、精神保健福祉に関する提案をする｡ 

 

（2）技術支援及び技術援助 

地域精神保健福祉活動を推進するため保健所、市町村及び関係諸機関に対し、専門的立場か

ら、積極的な技術指導及び技術援助を行う。 

 

（3）人材育成 

保健所、市町村、福祉事務所、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

（以下「障害者総合支援法」という。）に規定する障害福祉サービスを行う事業所等その他の関

係諸機関等で精神保健福祉業務に従事する職員等に、専門的研修等の教育研修を行い、技術的水

準の向上を図る｡ 

 

（4）普及啓発 

都道府県規模で一般住民に対し精神保健福祉の知識、精神障害についての正しい知識、精神障害

者の権利擁護等について普及啓発を行うとともに、保健所及び市町村が行う普及啓発活動に対して

専門的立場から協力、指導及び援助を行う｡ 
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（5）調査研究 

地域精神保健福祉活動の推進並びに精神障害者の社会復帰の促進及び自立と社会経済活動への

参加の促進等についての調査研究をするとともに、必要な統計及び資料を収集整備し、都道府県、

保健所、市町村等が行う精神保健福祉活動が効果的に展開できるよう資料を提供する｡ 

 

（6） 精神保健福祉相談 

センターは、精神保健及び精神障害者福祉に関する相談及び指導のうち、複雑又は困難なもの

を行う｡心の健康相談から、精神医療に係る相談、社会復帰相談をはじめ、アルコール、薬物、ギ

ャンブル、思春期、認知症等の特定相談を含め、精神保健福祉全般の相談を実施する｡ 

センターは、これらの事例についての相談指導を行うためには、総合的技術センターとしての立

場から適切な対応を行うとともに、必要に応じて関係諸機関の協力を求めるものとする｡ 

 

（7）組織育成 

地域精神保健福祉の向上を図るためには、地域住民による組織的活動が必要である｡このため、

センターは、家族会、患者会、社会復帰事業団体など都道府県単位の組織の育成に努めるとともに、

保健所、市町村並びに地区単位での組織の活動に協力する｡ 

 

（8）精神医療審査会の審査に関する事務 

精神医療審査会の開催事務及び審査遂行上必要な調査その他当該審査会の審査に関する事務を

行うものとする｡ 

また、精神保健福祉法第38条の4の規定による退院等請求の受付についても、精神保健福祉セ

ンターにおいて行うなど審査の客観性、独立性を確保できる体制を整えるものとする｡ 

 

（9）自立支援医療費（精神通院医療）及び精神障害者保健福祉手帳の判定 

センターは、障害者総合支援法第52条第1項の規定による自立支援医療費(精神通院医療)の支

給認定及び精神保健福祉法第45条第1項の規定による精神障害者保健福祉手帳の申請に対する判

定を行うものとする。 

 

（10）その他 

① 心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律(平成 15 年法

律第 110号)による地域社会における処遇については、保護観察所長が定める処遇の実施計画

に基づき、地域精神保健福祉業務の一環として実施されるものであり、センターにおいても保

護観察所等関係機関相互の連携により必要な対応を行うことが求められる｡ 

② その他、センターは、地域の実情に応じ、精神保健福祉の分野における技術的中枢として、必

要な業務を行う｡ 
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3  機構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4  施設概要 

地 番  千葉市中央区仁戸名町666番の2 

敷地面積  4,507.63㎡ 建築面積 1,384.72㎡ 

構 造  本館：鉄筋コンクリート2階、講堂：鉄筋コンクリート 

 

 

 

 

 
 
 

（ｱﾙｺｰﾙ,薬物,ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ等）

自立支援医療（精神通院医療）
の支給認定

臨床検査課

1 精神医療審査会の事務

2

4 精神障害者家族教育研究事業
5 自助グループ育成事業

1 診察事業

調査研究課

審査課

精神保健福祉調査・研究事業
精神保健福祉教育・研修事業
精神保健福祉広報・普及事業

心の電話相談事業

3 精神障害者保健福祉手帳の判定事務

アウトリーチの運営

自殺対策研修事業

精神保健福祉ボランティア育成事業4
5
6

職員の人事及び服務に関すること
非常勤職員に関すること
予算の編成・執行に関すること
診療報酬事務に関すること
県有財産の維持管理に関すること

1
2
3
4
5

センター長

次長（事）

次長（技）

その他各課に属しないこと

精神保健福祉相談事業
心の健康づくり推進事業
思春期相談事業

6

1
2
3

依存症対策総合支援事業

1
2

被災地心のケア事業
社会復帰促進事業

3

相談指導課

外国人精神障害者支援事業

庶務課

精神保健福祉組織育成事業

4
5

7
8
9

6
医療観察法に関すること

2 薬局管理及び調剤臨床検査全般
3
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5  職員配置 

（令和3年4月1日現在） 

課等／職種 医 師 薬剤師 一般行政 
保健師 

看護師 

精神保健 

福祉相談員 作業療法士 
会計年度 

任用職員 
計 

センター長 

次長(事務) 

次長(技術） 

1 

 

1 

 

1 

 

   

 

3 

庶 務 課   
2 

（＊1） 
   

 
2 

相談指導課    2 4 1 
電話相談員 8 

薬物相談 1 
16 

調査研究課    2 2  
 

4 

臨床検査課 
1 

（＊2） 
2     

看護師1 

PSW 1 

臨床心理士 1 

6 

審 査 課   1  5  
事務 8 

PSW 1 
15 

計 3 2 4 4 11 1 21 46 

（＊1：次長兼務、＊2：次長兼務） 

6  年度別決算状況 

（1）歳 入                                （単位：円） 

科 目 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 

令和元年度 

令和2年度 

令和3年度 

17,205,623 

11,958,335 

11,775,886 

17,205,623 

11,958,335 

11,775,886 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

７款 使用料及び手数料 
 １項 使用料 
  １目 総務使用料 
  ３目 衛生使用料 
 ２項 手数料 
  ３目 衛生手数料 
13款 諸収入 
 ７項 雑入 
  １目 雑入 

11,723,974 
11,422,024 

22,360 
11,399,664 

301,950 
301,950 
51,912 
51,912 
51,912 

11,723,974 
11,422,024 

22,360 
11,399,664 

301,950 
301,950 
51,912 
51,912 
51,912 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

 

（2）歳 出                                （単位：円） 

科  目 予算令達額 支出額 残額 

令和元年度 

令和2年度 

令和3年度 

60,428,642 

55,902,867 

54,363,812 

60,428,642 

55,902,867 

54,363,812 

0 

0 

0 

４款 衛生費 

 １項 公衆衛生費 

  ４目 精神保健福祉費 

    ５目 成人病対策費 

  ７目 精神保健福祉 

センター費 

54,363,812 

54,363,812 

5,770,117 

54,020 

48,539,675 

54,363,812 

54,363,812 

5,770,117 

54,020 

48,539,675 

 

0 

0 

0 

0 
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第二編 業務実績 

 

1  技術支援・技術援助 
精神保健福祉活動を推進するため、保健所や市町村及び関係機関に対して技術的な支援や援助を行

っている。 

 

（1）関係機関 

（令和3年度延べ件数） 

 ※アルコール、薬物、ギャンブル、ゲームについては、依存症対策総合事業として実施。 

  各項目の実績は計上できない。 

 ※実施件数は技術指導・援助、教育研修を行った件数を実数で計上している。 

 

（2）職員の派遣・会議等への出席状況 

① 健康福祉センター（保健所）等 

実施主体 内 容 従 事 者 

保健所長会 保健所長会 センター長 

保健所 

 （健康福祉センター） 

措置診察 センター長・次長 

措置移送 センター長 

措置診察待機 センター長・次長 

区 分 

老

人

保

健 

社

会

復

帰 

ア
ル
コ
ー
ル 

薬

物 

ギ
ャ
ン
ブ
ル 

ゲ

ー

ム 

思

春

期 

心

の

健

康 

ひ
き
こ
も
り 

自

殺

関

連 

犯

罪

被

害 

災

害 

そ

の

他 

合

計 

保 健 所 0 0 4 1 0 0 40 2 0 0 0 0 66 113 

市 町 村 0 0 11 0 0 0 104 0 0 0 0 0 50 165 

福祉事務所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

医 療 施 設 0 0 1 0 0 0 24 2 1 0 0 1 49 78 

介 護 老 人 

保 健 施 設 
0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 

障害者支援 

施 設 
0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 0 0 117 123 

社 会 福 祉 

施 設 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

そ の 他 1 32 1 7 33 0 811 5 72 0 0 0 172 1,134 

実 施 件 数 1 32 4 8 1 0 19 9 73 0 0 1 74 222 
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精神保健福祉法第27条診察 センター長・次長 

 

② 県部局等 

実施主体 内 容 従 事 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者福祉推進課 

 

 

精神科病院実地指導 センター長・次長 

精神科病院実地指導打ち合わせ会 センター長・次長 

3連休以上の精神保健福祉法第27条診察待機 センター長・次長 

精神障害者地域生活支援専門部会 相談指導課長 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進

事業圏域コーディネーター会議 
相談指導課長 

千葉県精神科救急医療システム連携研修会（Zoom） 

センター長・次長 

相談指導課長・ 

調査研究課長・課員 

千葉県精神科救急医療システム連絡調整会議 センター長 

ひきこもり地域支援センターカンファレンス 相談指導課長、課員 

千葉県摂食障害治療支援センターへのコンサルテーシ

ョン 
次長 

ギャンブル等依存症対策推進計画協議会 
センター長・相談指導

課長・課員 

精神医療審査会全体会 
センター長・次長 

審査課長・課員 

千葉ＤＰＡＴ研修 
センター長・次長 

調査研究課長・課員 

千葉県てんかん治療医療協議会 センター長 

千葉県高次脳機能障害ネットワーク連絡協議会 センター長 

千葉県医療観察制度運営連絡協議会 書面開催 

千葉地方精神保健福祉審議会（Zoom） センター長 

措置事務説明会（Zoom） 
相談指導課長・調査研

究課長 
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知的障害者に対する医学的判定業務（中央障害者相談

センター） 

センター長・次長・臨

床検査課医師 

知的障害者に対する医学的判定及び相談（東葛飾障害

者相談センター） 
次長 

アルコール問題協議会 センター長 

市町村ひきこもり支援担当者研修 次長・相談指導課長 

精神保健指定医会議・パネリスト センター長・専門員 

健康福祉政策課 

医師臨床研修における地域保健診療研修 センター長 

千葉県公衆衛生学会理事会及び運営委員会 センター長 

健康づくり支援課 自殺対策相談支援者研修会（年1回） 調査研究課長、課員 

総務部 

総務ワークステーションメンタルヘルス研修委託先選

定会議 
センター長 

千葉県職員健康管理審議会 精神衛生専門部会 センター長 

企業局 

精神保健審査会 センター長 

メンタルヘルス推進事業者選定委員会 センター長 

児童家庭課 

家庭関係支援事業に係るスーパーバイザー 次長 

家庭関係支援事業に係るスーパーバイザー「摂食障害

やＤＶ家庭の精神医学からみて起こりうる精神的影響

とその対応について」（君津児童相談所） 

次長 

児童虐待対応専門委員（君津児童相談所） 次長 

要支援児童の個別支援会議（君津児童相談所） 次長 

家族関係支援事業に係るスーパーバイザー 次長 

市町村児童虐待防止ネットワーク機能強化 

アドバイザー 
次長 

柏児童相談所（月1回）          次長 
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家庭等における暴力対策ネットワーク実務者連絡会議 書面開催 

県民生活課 

千葉県子ども・若者支援協議会 相談指導課長 

千葉県子ども・若者総合支援相談センター運営業務委

託者選考審査委員会 
相談指導課長 

千葉県児童虐待対策研究会（年4回） 次長 

くらし安全推進課 県犯罪被害者等相談関係機関連絡会議 相談指導課長 

 

 

 

 

病院局 

 

 

 

 

てんかん治療医療連携協議会 

（千葉県循環器病センター） 
センター長 

千葉県児童虐待対策研究会（千葉県こども病院） 次長 

外国人研修会議  センター長 

※（仮称）千葉県総合救急災害医療センター実施設計

図面最終確認会 

センター長・次長・事

務次長・庶務課員 

※建築工事連絡調整会議 事務次長 

※（仮称）千葉県総合救急災害医療センター総合図確

認会 

センター長・次長・庶

務課員 

※（仮称）千葉県総合救急災害医療センターセキュリ

ティ計画確認会 
次長・庶務課員 

※（仮称）千葉県総合救急災害医療センター設備確認

会 

次長・事務次長・庶務

課員 

           ※は移転に関する会議 

 

③ 教育関係 

実施主体 内 容 従 事 者 

 

 

 

教育庁 

教育庁等職員健康審査会 センター長 

教職員メンタルヘルス推進会議 センター長 

保健室健康相談活動研修会 次長 

千葉県公立学校職員健康審査会【神経・精神部門】 次長 

学校不祥事打ち合わせ 次長 
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学校問題解決支援チーム会議 次長 

学校不祥事会議 次長 

千葉県いじめ対策調査会委員 次長 

中央障害者相談センター 療育手帳判定、診断業務 次長 

 

④ 市町村 

実施主体 内 容 従 事 者 

千葉市 

千葉市精神保健福祉審議会委員 次長 

精神保健福祉法第27条診察 センター長・次長 

千葉市思春期相談 次長 

八街市 ひきこもり対策会議 次長 

船橋市 船橋市地域活動支援センター指定管理者選定委員会 センター長 

⑤ その他の関係機関 

実施主体 内 容 従 事 者 

千葉いのちの電話 理事会 センター長 

千葉県社会福祉協議会 千葉県運営適正化委員会全体会・運営監視部門会 センター長 

地方職員共済組合 

千葉県支部 
メンタルヘルス講師派遣業務委託候補者選考委員会 センター長 

千葉県精神保健福祉 

協議会 
千葉県精神保健福祉協議会総会 センター長 

全国精神保健福祉 

センター連絡協議会 
全国精神保健福祉センター連絡協議会 

センター長・相談指

導課長 

全国精神保健福祉 

センター長会 
全国精神保健福祉センター長会（Zoom） センター長 

全国精神保健福祉 

センター連絡協議会 
全国精神保健福祉センター研究協議会 センター長 
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千葉県精神保健福祉 

協議会 

全国精神保健福祉 

センター連絡協議会 

千葉県精神保健福祉協議会総会 センター長 

全国精神保健福祉センター連絡協議会 
センター長・相談指

導課長 

全国精神保健福祉 

センター長会 
全国精神保健福祉センター長会（Zoom） センター長 

全国精神医療審査会連絡

協議会 
全国精神医療審査会連絡協議会総会（Zoom） 

センター長・審査会

長・審査課長 

千葉県摂食障害研究会 第 5回千葉県摂食障害研究会（Zoom） 次長 

関東甲信越ブロック会議 精神保健福祉センター関東甲信越ブロック会議(Zoom) 相談指導課長 

（3）講師等派遣 

保健・福祉・教育・医療等の関係機関からの依頼に基づき、精神保健福祉に関連する研修会等へ講

師として職員の派遣を行った。 

 

＜県関係機関等＞ 

期日 内 容 実施主体 従 事 者 

月 1回 山武親と子の相談 山武保健所 次長 

R3/9 
不祥事防止対策有識者会議の委員を講師とする

研修動画の作成について 
教育庁教育振興部 

教職員課 

次長 

R3/9 

不祥事防止対策有識者会議の委員を講師とする

研修動画「望ましいコミュニケーション（性被

害対策について）」（You Tube限定配信） 

次長 

R3/10 

保健室健康相談活動研修会（Zoom） 

「事例検討の基礎知識～発達障害・抑うつ・不

安を見抜く」 

教育庁教育振興部 

学校保健課 
次長 

R3/11/2 千葉県若者自立支援ネットワーク協議会 雇用労働課 相談指導課長 

R3/11/8 メンタルヘルス講義 
千葉県立東金高等

学校 
次長 

 

R3/12/14

  

令和 3年度第 1回精神保健指定医会議「児童思

春期の非自発的治療について」  
障害者福祉推進課 次長 

 

R4/1/23 

 

千葉ＤＰＡＴ研修 

 

障害福祉推進課 

 

センター長 

R3/11/29

～12/13 

令和和3年度 健康ちば推進県民大会 

「新型コロナウイルス感染拡大により、こころ

の不安を持つ方が増えている状況から、ストレ

スへの対応力向上等について」 

健康づくり支援課 次長 
R3/11/

29～

12/13 
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母子保健従事者研修会（メンタルヘルスの情報

提供・原稿執筆） 
長生保健所 次長 

 

  

難病相談事業（メンタルヘルスの情報提供・原

稿執筆 
長生保健所 次長 

 R4/3/1 国際交流センターセミナー講師 国際課 センター長 

 

＜市町村＞ 

期日 内 容 実施主体 従 事 者 

月 1回 千葉市思春期相談 千葉市 次長 

R3/5/31 心の健康講演会 
千葉市立稲毛高等学

校 
次長 

R3/7/30 八街市夏季研修「不登校児童の対応」 八街市教育委員会 次長 

R3/11/22 講演「アルコール依存症についての対応」 

市町保健事業連絡

会・夷隅保健所との

共催 

次長 

R4/2/21～

3/25 

令和3年度富里市精神保健福祉講演会事業 

「精神疾患をもつ親の子育てと子どもの発達に

ついて」（You Tube限定配信） 

富里市健康増進課 次長 

R4/3/17 第 2回ひきこもり対策連絡会（Zoom） 八街市障がい福祉課 次長 

 

＜その他の団体等＞ 

期日 内 容 実施主体 従 事 者 

月 1回 にとな会 にとな会 次長 

R4/10/26 

R4/3/23 
強度行動障害支援者研修 生活サポート千葉 センター長 

R3/11/11 コロナこころの健康出張相談 さんむ医療センター 

次長、相談指導

課長、臨床検査

課医師 

R3/11/16 コロナこころの健康出張講座 
船橋市立医療センタ

ー 
次長 

R4/1/12 
令和3年度こころの健康づくり対策事業 ひき

こもり対策研修会（Zoom） 
国府台病院 次長 

R4/3/1 外国人相談基礎研修 国際交流センター センター長 

R4/3/29 
横芝光町コミュニティ活動育成事業 

アドバイザー派遣 

特定非営利活動法人 

リンク 
次長 
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2  相談指導課 

（1）心の健康づくり推進事業 

① 電話相談事業 

  電話相談専用回線により、電話相談に対応している。（平日9：00～18：30） 

  新型コロナウイルス感染症拡大に伴うメンタルヘルスに関する電話相談については、 

（9）新型コロナウイルス感染症拡大に伴うメンタルヘルスに関連する業務に別掲。 

 

表 1-1 電話相談件数 

  平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

日 中 件 数 3,872 3,601 3,404 2,489 2,781 

1 7 時以降 841 806 699 653 623 

総 件 数 4,713 4,407 4,103 3,142 3,404 

 

表 1-2 電話相談内容 

  内容区分 件  数 

1 老人精神保健に関する相談 33 

2 社会復帰に関する相談 74 

3 アルコールに関する相談 30 

4 薬物に関する相談 11 

5 ギャンブルに関する相談 13 

6 ゲームに関する相談 9 

7 思春期に関する相談（１８歳未満） 103 

8 心の健康づくり 1,415 

9 うつ・うつ状態に関する相談 111 

10 摂食障害に関する相談 15 

11 てんかんに関する相談 2 

12 その他（日常生活上の相談） 697 

13 その他（病気（症状や治療等）の相談） 478 

14 その他（上記のいずれにも属さないもの） 413 

合計  3,404 

 

表 1-3 電話相談内容（再掲） 

再掲1 引きこもりの問題 62 

再掲2 自殺関連の問題 304 

再掲3 犯罪被害の問題 6 

再掲4 発達障害の問題 132 

再掲5 自死遺族かどうか 11 

再掲6 災害 0 

 

② 研修事業 

ア 電話相談員(会計年度任用職員)研修 

   電話相談員（会計年度任用職員）の交流を深めること並びに相談技術の向上を図ることを目的

として研修及び施設見学を実施するものである。令和3年度は、2回研修を行った。 

イ 関係機関電話相談情報交換会 

   平成19年度から電話相談を実施する関係機関との連携を深めるため開催している。 
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令和3年度は、令和4年3月 2日にZoomにより 

①「中核地域生活支援センターの業務内容について」講師：まるっと所長 菊池謙氏 

②「各機関の取り組みについて」8機関 

を行った。 

 

（2）特定相談事業（思春期相談事業） 

① 思春期講演会 

思春期・青年期の子どもを持つ家族や一般県民、教職員や相談従事者等の関係者を対象にした

児童精神科医等による講演会。 

開 催 日：令和3年12月 17日 

会 場：千葉市文化センター アートホール 

内 容：講演「思春期の摂食障害の病態と治療」 

講師 国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 

   国府台病院 心療内科診療科長 

   千葉県摂食障害治療支援センター長 

河合 啓介 氏 

参加者数：180名 

 

② 保健室健康相談研修会 

県内小中高等学校養護教諭を対象に児童思春期保健事業の一環として、千葉県教育委員会及び千

葉県学校保健会との共催により研修会を2回開催したが、今年度は欠席となった。 

 

（3）依存症対策総合事業 

   平成30年 4月より千葉県依存症相談拠点機関としてアルコール健康障害、薬物依存症、 

ギャンブル等依存症についての相談等各種事業を実施している。 

 

① 連携会議運営事業 

ア アルコール健康障害 

   千葉市こころの健康センターと共催 

   開催日：令和3年12月 10日 

   会 場：Zoom 

   内 容：各機関の取り組みや課題を共有 

  参加機関・団体数：13（延べ出席者数20名） 

 

イ 薬物依存症（薬物依存症対策地域連携会議） 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため中止となった。 

   

ウ ギャンブル等依存症 

  千葉市こころの健康センターと共催 

  開催日：令和4年2月 24日 

  会 場：Zoom 
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  内 容：各機関の取り組み、前年度にアンケートに基づく意見交換 

  参加機関・団体数:20（延べ出席者数33名） 

 

② 専門相談支援事業 

  依存症相談は、電話相談（依存症相談専用回線）を受け、必要に応じてそれぞれの面接による個 

別相談（予約制）につなぐ対応を行っている。 

 

ア 依存症電話相談                   ※（ ）内は令和2年度件数 

 

イ アルコール依存関連問題個別相談 

開 催 日 時：9月、12月、3月の第2木曜日 午後2時～午後4時 

相談従事者：専門医及びセンター職員  

相 談 件 数：3件 

 

ウ 薬物依存症関連問題個別相談 

開 催 日 時：毎月第2・第4水曜日 午後1時 30分～午後4時30分   

対   象：薬物関連問題に悩む本人及び家族・関係機関職員等 

相談従事者：精神保健指導員及び当センター職員 

相 談 件 数：44件 

 

エ ギャンブル等依存症関連問題個別相談 

    開 催 日 時：偶数月 第3月曜日午後1時30分～、奇数月 第1水曜日午後1時30分～ 

    対 象：ギャンブルの問題に悩む本人及び家族、関係機関職員 

     ※借金に関連したネット・ゲーム依存、買い物依存に関する相談も受け入れている。 

相談従事者：専門相談員（精神保健福祉士、司法書士）及びセンター職員 

    相 談 件 数：34件 

 

③ 支援者研修事業 

  基礎研修は、対象を保健所、市町村、医療機関の職員の他、潜在的な依存症者等に対応する機会 

 がある就労や生活支援に関わる者とし、6回実施した。実務者研修は、保健所、市町村、医療機

関、相談機関の職員で依存症の基礎知識を持ち、依存症者等への相談支援を行っている者を対象と

し2回実施した。 

開 催 日 内  容 講  師 参加者数 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セミ

ナーチャンネル」 

配信期間 

R3/8/11～ 

R3/9/5 

依存症の基礎知識 
千葉県精神保健福祉センター 

センター長 林 偉明 
57名 

 アルコール健康障害 薬物依存症 ギャンブル等依存症 その他 計 

相談件数 222(194) 238(327) 182(152) 82 724(673) 
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ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セミ

ナーチャンネル」 

配信期間 

R3/8/31～ 

R3/9/26 

アディクションとしての処方薬・

市販薬依存の理解と援助 

上越教育大学院学校教育研究

科心理診察コース  

助教 大宮 宗一郎氏 

42名 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セミ

ナーチャンネル」 

配信期間 

R3/9/14～ 

R3/10/3 

ギャンブル等プロセス依存の対処

法～金銭問題とご家族の対応～ 

認定NPO法人ワンデーポート 

理事長・司法書士 

稲村 厚氏 

42名 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セミ

ナーチャンネル」 

配信期間 

R3/11/26～ 

R3/12/27 

アルコール問題の予防と早期介入 
湘南慶育病院 

副院長 堀江 義則氏 
40名 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セミ

ナーチャンネル」 

配信期間 

R3/11/26～ 

R3/12/27 

柏市保健所におけるアルコール健

康障害対策～減酒支援を中心に～ 

柏市保健所保健予防課 

副主幹 星谷 和宏氏 
38名 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セミ

ナーチャンネル」 

配信期間 

R3/11/30～ 

R3/12/27 

依存症の家族支援について 

国際医療福祉大学医療福祉部 

医療福祉・マネジメント学科 

准教授 山本 由紀氏 

37名 

 

④ 普及啓発・情報提供事業 

ア 依存症関連問題講演会 

 

開 催 日 内  容 講  師 参加者数 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セミ

ナーチャンネル」 

配信期間 

R3/12/20～ 

R4/1/30 

アルコール依存に伴う躁・うつ・

自殺 

袖ケ浦さつき台病院 

精神科研究部長 

倉田 勉氏 

視聴回数 

775回 

 

イ 広報啓発資料の作成・配付 

   依存症啓発冊子「依存症って何？」を県内病院、市町村、保護観察所、法務少年支援センタ

ー、警察少年センター、保健所、児童相談所、県立・私立高等学校、女性サポートセンター、他

相談機関に2,990部配付。 
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⑤ 治療・回復支援事業 

ア 薬物依存症者治療回復プログラム（ＣＨＡＮＣＥ） 

目  的：認知行動療法を用いたプログラムを実施し、薬物依存症者の治療回復を図る。 

対  象：薬物等の依存症からの回復を希望する当事者 

実施日時：原則第1・3・5金曜日実施。 

 午後1時～午後4時30分 

場  所：千葉県精神保健福祉センター 

内  容：認知行動療法、心理教育プログラム、クリスマス会 

職員体制：精神科医師、心理士、依存症回復施設職員、精神保健福祉士等 

実  績：年27回、参加延べ人数223名（実人数43名） 

その他、心神喪失者等医療観察法に係るケア会議に職員が4回出席している。 

 

イ ギャンブル等依存症治療回復プログラム（ＳＡＴ-Ｇライト） 

    目  的：プログラムを実施し、治療回復を図る。 

    対  象：ギャンブルの問題に困っている当事者 

    実施日時：①令和3年6月～8月（3回） ②令和3年9月～11月（3回） 

③令和3年12月～令和4年2月（3回） 

                 期間中の第4月曜日午後2時～午後4時 

    場  所：千葉県精神保健福祉センター 

    内  容：テキスト（ＳＡＴ-Ｇライト）を用いた集団認知行動療法 

    職員体制：作業療法士、精神保健福祉士、精神科医師、ＧＡメンバー 

    実  績：年9回、参加延べ人数16名(実人数6名) 

     

ウ アルコール健康障害関連問題勉強会 

   新型コロナウイルス感染状況により中止した。 

 

⑥ 千葉保護観察所への技術援助 

千葉保護観察所のステップアッププログラムに 職員を1回派遣した。 

 

 

⑦ 家族支援事業 

ア 家族のための依存症講演会 

開 催 日 内  容 講  師 参加者数 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セ

ミナーチャンネ

ル」 

配信期間 

R4/2/14～ 

R4/8/31 

「家族が元気になるために」 

一般社団法人 

オンブレ・ジャパン代表 

近藤 京子氏 視聴回数 

580回 

家族からのメッセージ 
千葉菜の花家族会 

代表 くろかわ ななこ氏 

 

  イ 薬物依存症家族教室 

   対  象：薬物依存症を持つ家族 

   場  所：千葉県精神保健福祉センター 
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   内  容：テキスト「家族のための心理教育プログラム」を用いた認知行動療法 

   開催日時：原則毎月第1水曜日 午後1時 30分～午後3時30分 計 12回 

   参加者数：延べ人数75名 

 

ウ アルコール健康障害関連問題勉強会 

   新型コロナウイルス感染状況により中止した。 

 

⑧ 千葉保護観察所への技術援助 

 千葉保護観察所のステップアッププログラムに職員を計1回派遣した。 

 

（4）社会復帰促進事業 

① 精神障害者地域活動支援事業所等研修会 

千葉県精神障がい者地域活動支援事業所協議会との共催により、障害福祉サービス事業所職員等を

対象に専門知識の習得及び正しい理解の促進並びに資質の向上を目的に研修会を2回開催した。 

 

開 催 日 内  容 講  師 参加者数 

R3/10/20 

Zoom 

令和3年度第1回障害者福祉事業

所等精神保健福祉研修会 

「オープンダイアローグ」 

訪問看護ステーションKAZOC 

渡辺 乾氏 

佐藤 佑紀氏 

就労継続B BaseCamp 

中島 裕子氏 

たんぽぽ訪問看護大澤 

塩澤 宗徳氏 

40名 

R4/2/1 

Zoom 

令和3年度第2回障害者福祉事業

所等精神保健福祉研修会 

「サイコロジカル・ファーストエ

イド（PFA）基礎編」 

公認心理師 

原島 あゆみ氏 
49名 

 

② 地域障害者交流会事業 

地域活動支援センター及び就労支援事業所等の障害福祉サ－ビス事業所利用者及び職員その他関係

機関職員等を対象に、交流の機会を提供することにより、これらの者の交流を深めるとともに相互支

援のネットワークづくりを推進し、精神障害者の社会復帰及び社会参加を促進することを目的として

おり、令和3年度は、千葉県精神障害者自立支援事業協会に委託した。 

 

 

開催日／会場 内  容 講  師 参加者数 

R4/2/12 

（土） 

  Zoom 

「ピアサポートを知ってみよう」 

「精神障害をもつ人のリカバリー

におけるピアサポート」 

東京女子医科大学看護学部 

教授 濱田 由紀氏 他 
24名 
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R4/2/23 

（祝日） 

Zoom 

「千葉県メンタルヘルスピアサポー

ト実践交流会」 

 

 

 

19名 

（5）技術援助、技術支援 

① 地域生活支援事業関係 

県主催精神障害者地域生活支援専門部会に相談指導課長が委員として2回参加。 

 

② 精神障害者にも対応した地域包括ケア構築推進事業関係 

ア 各圏域で実施される地域包括ケア実務者会議に相談指導課長が2回参加した。 

イ 圏域連携コーディネーター会議に1回参加した。 

 

③ 犯罪被害者支援 

ア 市町村犯罪被害者等支援施策担当課長会議 1回 

イ 相談業務相互支援ネットワーク意見交換会   

新型コロナウイルス感染症の感染状況により書面開催となった。 

ウ 家庭等における暴力対策ネットワーク実務者連絡会議   

新型コロナウイルス感染症の感染状況により書面開催となった。 

 

④ 医療観察法 

  千葉県医療観察制度運営連絡協議会  

新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑み書面開催となった。 

 

⑤ 保健所精神保健福祉連絡会 

例年、保健所支援の一環として連絡会を開催し、情報交換を行っているが、新型コロナウイルス 

 感染症の感染状況を鑑み、令和3年6月 23日、令和3年8月 31日、令和4年3月 17日の3回を

Zoomにより開催した。 

   

⑥ 千葉県ひきこもり地域支援センター 

  県障害者福祉推進課が管轄している「千葉県ひきこもり地域支援センター」のケースカンファレ

ンスに12回参加した。 

 

（6）広報普及 

① 心の健康フェア 

例年、県民の精神保健福祉に関する理解の促進のため、県の委託によりNPO法人千葉県精神保健

福祉協議会が行うイベントに協力し開催している。当センターは広報普及活動の一環として開催に

援助協力を行っている。 

令和3年 9月 25日に 録画し、同上法人のホームページに掲載している。 
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② 心のふれあいフェスティバル 

例年、県民の精神保健福祉に関する理解の促進のため、千葉県・千葉市よりNPO法人千葉県精神

保健福祉協議会に委託した「心のふれあいフェスティバル」の開催に協力している。 

令和3年 4月 28日に 録画し、同上法人のホームページに掲載している。 

 

③ 後援 令和3年度安房地域「心の健康のつどい」 

  例年、地域住民に対する心の健康づくり及び精神障害に対する正しい知識の普及啓発を目的とし

て、年1回開催している。 

 今年度については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止した。 

 

（7）組織育成 

① NPO法人千葉県精神保健福祉協議会 

 例年、総会及び理事会等にて情報提供や助言などで協力してきたが、令和3年度は実施していな 

い。なお、同協議会の各種活動に対して会場提供を行った。 

 

② NPO法人千葉県精神障害者家族連合会 

 例年、総会及び理事会等にて情報提供や助言などで協力してきたが、令和3年度は実施していな 

い。 

③ 千葉県精神障害者地域活動支援事業所協議会 

 例年、総会及び理事会等にて情報提供や助言などで協力した。 

 

④ 兄弟姉妹の会 

  平成14年 2月に発足した千葉県における精神障害者の兄弟姉妹の自助グループである。 

通常、奇数月に例会を開催しており、当センター職員が例会に出席し技術援助を行っている。 

5回参加。 

（8）被災地心のケア事業 

  令和元年9月に発生した台風15号及び同年10月に発生した台風19号により、千葉県に甚大な被

害が生じた。被災者の心のケアのため、令和元年度途中から事業を開始した。 

  今年度はコロナウイルス感染症の感染拡大のため、市町村職員向けの「千葉県災害時心のケアマ

ニュアル」の作成、送付及び音声付きスライドを当センターのホームページに掲載した。 

 (9) 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う心のケアに関連する業務 

   令和2年 2月に発生した新型コロナウイルス感染症の感染拡大やその影響により、これまでの 

日常とは異なる生活を送るため、生活リズムを変えるあるいはこれまでできていたことが制限さ 

れる等、大小さまざまなストレスが起きるため、心の電話相談専用回線にて、新型コロナウイル 

ス感染症に伴うメンタルヘルスについても対応を行った。 

 

① 電話相談 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

コロナに 

関する 

相談 

21 14 27 17 25 21 10 11 6 8 19 12 
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②新型コロナウイルス感染に伴う医療機関への支援 

 42病院に案内を通知し、応募のあった2病院にこころの健康相談を実施した。 

開催日／会場 内  容 講  師 参加者数 

R3/11/11 

さんむ医療センター 
コロナこころの健康出張相談 

千葉県精神保健福祉センター 

次長 石川 真紀 

医師 山本 千尋 

相談指導課長 今津 寿人 

16名 

R3/11/16 

船橋市立医療センター 
コロナこころの健康出張講座 

千葉県精神保健福祉センター 

次長 石川 真紀 
 約 50名 

 

(10) 学生等実習 
① 精神保健福祉援助実習：2名 

学 校 名：聖徳大学1名、淑徳大学1名 

期 間：聖徳大学 令和3年 5月 7日～5月 28日（16日間） 

          淑徳大学 令和3年 8月 23日～9月 10日（15日間） 

   ② 作業療法士実習：1名 

     学 校 名：千葉県立保健医療大学1名 

     期  間：令和3年10月 11日～10月 24日（10日間） 

  ③ 公認心理師実習：13名 

    学 校 名：江戸川大学12名、聖徳大学1名 

    期  間：江戸川大学：令和3年6月 11日（1日間） 

         聖徳大学：令和3年11月 4日～11月 12日（7日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

21 

 

3 調査研究課 

（1）精神保健福祉教育・研修事業 

① 精神保健福祉研修 

精神保健福祉業務を円滑に推進するために必要な知識と技術を習得させることにより、精神保健

福祉活動の適正な展開及び速やかな対応等を図ることを目的として、実施要領に基づき実施してい

る。 

ア 初任者・担当者研修 

保健所等及び市町村において精神保健福祉業務を初めて担当する者を対象に基礎的な知識

を学ぶ「初任者研修」（表1）と資質向上を目指した専門知識及び技術を学ぶ「担当者研

修」（表1）を行っている。令和3年度の担当者研修は、一部自殺対策相談支援者研修と兼

ねて実施した。 

イ 初期研修 

保健所等の新任精神保健福祉相談員等（5年以内未受講者も含む）を対象に基礎的な専門 

知識及び技術を学ぶ「初期研修」（表2）を行う予定であったが、新型コロナウイルス感染 

症の感染拡大のため開催を中止した。 

 

表 1 初任者研修・担当者研修      

 開催日/会場 内 容 参 加 者 

初

任

者

研

修 

R3/6/30 

千葉市文化センター 

講義「精神疾患の概念と分類」 

講師：千葉県精神保健福祉センター  

センター長 林 偉明 

講義「精神保健福祉行政について」 

講師：千葉県精神保健福祉センター  

調査研究課長 水野 和佳子 

43名 

 

 

 

担

当

者

研

修 

R3/7/28 

千葉市文化センター 

講演「パーソナリティ障害の理解と対応」 

講師：学習院大学 文学部心理学科  

准教授 林 公輔 氏 

45名 

新型コロナウイルス

感染症の感染拡大に

より、開催を中止 

講演「精神科単科医療機関における周産期メンタルヘルスケ

アの実践―どんなニーズがあるのか、どこまでが可能なのか

―」 

講師：医療法人学而会 木村病院  

院長 渡邉 博幸 氏 

   同病院 精神科医師 南 房香 氏 

   同病院 臨床心理士・公認心理師 後藤 美智子 氏    

－ 

R3/9/22 

千葉市文化センター 

講演「精神保健における性犯罪の意味と支援」 

講師：千葉大学社会精神保健教育研究センター  

特任講師 東本 愛香 氏 

20名 
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※は自殺対策相談支援者研修と兼ねて実施 

 

 

表 2 初期研修 

開催日/会場 内 容 参 加 者

精神科医療センター 精神科医療センターの業務について － 

県庁障害者福祉推進課 健康福祉部障害者福祉推進課精神保健福祉推進班業務について  － 

精神保健福祉センター 精神保健福祉センターの業務について － 

保健所 保健所（健康福祉センター）の業務について － 

 

（2）精神保健福祉広報・普及事業 

① 広報媒体貸出状況 

精神保健福祉に関する正しい知識の普及を図るため、DVDの貸出しを行っている。 

区分 医療機関 学校 保健所 市町村 その他 

D V D － － － － － 

 

② 資料配布状況 

センター見学者、研修会等の参加者及び各関係機関に対し、センター案内、各種リーフレット等

を配付した。 

区    分 医療機関 学校 保健所 市町村 その他 

センター案内 － 16 － － － 

リーフレット － 13 － － － 

そ の 他 － － 200 － 2,990 

※ 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セミナ

ーチャンネル」 

 

配信期間 

R3/12/1～14 

講演：「死にたいと言えないハイリスク者にどう気付くか 

    ～ワンストップ支援を考える～」 

講師：江戸川大学 社会学部人間心理学科  

准教授 堀内 美穂子 氏 

148名 

視聴回

数(2名 

の講師

の合計

600回） 

自殺対策相談支援者研修と兼ねて実施 

講演：「シングルマザーの実情と支援―シングルマザー調査

から見えてきたもの―」 

講師：認定ＮＰＯ法人 しんぐるまざあず・ふぉーらむ  

理事 丸山 裕代 氏 

新型コロナウイルス

感染症の感染拡大に

より、開催を中止 

講演：千葉県ダイアローグ研修「早期対話」 

講師：一般社団法人 ＤＳＳＡ  

代表理事 村井 美和子 氏 

   ＮＰＯ法人 ダイアローグ実践研究所  

理事 蓮田 翔 氏 

   千葉県精神保健福祉センター  

次長 石川 真紀  

－ 
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（3）自殺対策事業 

①令和3年度に実施する自殺対策事業について健康福祉部健康づくり支援課と情報交換を行った。 

 当センターでは人材育成を目的とした自殺対策相談支援者研修会を行うこととなった。 

②令和3年度自殺対策相談支援者研修会 

開催日/会場 内容 参加者 

ＹｏｕＴｕｂｅ 

「千葉県公式セミナー

チャンネル」 

配信期間 

R3/12/1～14 

講演：「死にたいと言えないハイリスク者にどう気付くか 

    ～ワンストップ支援を考える～」 

講師：江戸川大学 社会学部人間心理学科  

准教授 堀内 美穂子 氏 

148名 

視聴回数

(2名の講

師の合計

600回） 

講演：「シングルマザーの実情と支援―シングルマザー調査

から見えてきたもの―」 

講師：認定ＮＰＯ法人 しんぐるまざあず・ふぉーらむ  

理事 丸山 裕代 氏 

精神保健福祉担当者研修と兼ねて実施 

 

（4）精神保健福祉ボランティア育成事業 

① 精神保健福祉ボランティアフォローアップ講座事業 

ボランティア育成は、一部の市町村や市町村社会福祉協議会等で実施し、現に障害福祉サービ

ス事業所等でボランティア活動が行われている。精神障害の特性への理解を広げるため、精神保

健福祉ボランティアに特化したフォローアップ講座を行う。 

令和3年度は、社会福祉法人 千葉県社会福祉協議会と協同で、Zoomによるオンライン開催を

した。 

実 施 日：令和3年10月 22日 

講 義：「心を開いてもらうアプローチの方法～ＰＦＡを活用して～」 

講 師：臨床心理士・公認心理師 原島 あゆみ 氏 

参加者数：58名 

 

② 外国語通訳ボランティア育成講座 

   平成13年度に佐倉保健所（現印旛健康福祉センター）で開始された事業が全県を視野に入れた

形で平成17年度に当センターに移管された。外国人精神障害者の通訳の養成及び資質向上並びに

登録者の拡充を目的に「心の保健医療通訳ボランティア講座」を実施した。 

 

ア 心の保健医療通訳ボランティア講座 

実 施 日：令和4年1月 12日 

 場  所：千葉県教育会館 603会議室 

講 義：「精神科での診察と通訳」 

講  師：千葉県精神保健福祉センター センター長 林 偉明 

講  義：「通報対応時における通訳の役割について」 

講  師：千葉県精神保健福祉センター 調査研究課長 水野 和佳子 
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講  義：「通訳ボランティアの体験談（中国語・英語）と情報交換」 

講  師：斎川 桂子 氏（中国語） 

     篠原 剛 氏（英語） 

参加者数：32名    

 

イ 心の保健医療通訳ボランティア派遣調整 

保健所（健康福祉センター）等からの精神保健福祉法第27条による措置診察、精神科診療を

受ける際に通訳が必要と認められた外国人に対し、通訳ボランティアの派遣調整を行った。 

    

依頼・調整内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

言語  

 

件数 

中

国

語 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語 

タ
ガ
ロ
グ
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シ
ン
ハ
ラ
語 

ベ

ト
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語 
ク

メ

ー

ル

語 

ラ

オ

ス

語 

モ

ン

ゴ

ル

語 

タ

イ

語 

計 

依 頼 4 1 1 1 2 1 1 1 2 14 

内

訳 

措置診察 2    1    1 4 

退院請求 1 1        2 

相  談 1  1 1 1 1 1 1 1 8 
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4 臨床検査課 

（1）外来診療業務 

① 月別診療件数 

通年事業として診療業務を実施している。 

表1-1 

     月 

診療 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

初  診 2 0 4 3 2 2 0 1 2 1 2 1 20 

再  診 142 118 122 130 123 128 123 122 114 103 126 143 1,494 

計 144 118 126 133 125 130 123 123 116 104 128 144 1,514 

 

② 新規来所者の年齢（令和3年4月 1日時点） 

診療のため当センターへ訪れる新規来所者は12歳から17歳までの年齢層が最も多く、性別は

女性が多くなっている。 

表1-2 

   年齢 

性別 
0～11歳 12～17歳 18～39歳 40～64歳 65歳以上 計 

男 性 1 3 2 1 0 7 

女 性 0 9 2 2 0 13 

     計 1 12 4 3 0 20 

 

③ 新規来所者の経路 

新規来所者の経路では、教育関係機関からの紹介が最も多く、次いで県内市町村、県内公的機

関、県内相談機関福祉施設からの紹介によるものが多くなっている。 

表1-3 

経 
 
 

路 

医

療

機

関 

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

千

葉

市

機

関 

県

内

市

町

村 

県

内

公

的

機

関 

県

内

相

談

機

関 

福

祉

施

設 

教

育

関

係

機

関 

広

報

媒

体 

家
族
・
知
人
の
紹
介 

他

県

機

関 

そ

の

他 

既

知 

計 

件数 2 1 1 3 3 3 4 1 1 0 1 0 20 

 

④ 新規来所者の来所理由 

新規来所者の来所理由としては病気に関する相談が最も多く、社会復帰に関する相談で来所

するケースも多くなっている。 
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表 1-4 

理  由 件  数 

病気に関する相談 10 

社会復帰に関する相談 5 

思春期の相談（中高生） 1 

心の健康づくりに関する相談 0 

アルコールの問題 0 

老年期の問題（65歳以上） 0 

薬
物
関
連 

覚醒剤の問題 0 

有機溶剤の問題 0 

大麻の問題 1 

その他の問題 0 

ひきこもりの問題 1 

その他 2 

合 計 20 

 

⑤ 来所者の主診断別実件数 

来所者の主診断別実件数を見ると新規、再来共に神経症性障害、ストレス関連性障害及び身体

表現性障害の来所者が最も多く、次いで統合失調症及び妄想性障害の来所者が多くなっている。 

表1-5 

診  断  別（ ICD-10分類 ） 新規 再来 計    

1 認知症（F00～F03） 0 0 0 

2 他の症状性を含む器質性精神障害（F04～F07,F09） 0 3 3 

3 アルコール使用による精神及び行動の障害（F10） 0 0 0 

4 覚醒剤使用による精神及び行動の障害（F15） 0 1 1 

5 揮発性溶剤使用による精神及び行動の障害（F18） 0 0 0 

6 他の薬物使用による精神及び行動の障害（F11～F14,F16,F17,F19,F55） 0 3 3 

7 統合失調症及び妄想性障害（F20～F25,F28,F29） 2 29 31 

8 躁病及び双極性感情障害（F30,F31,F34.1） 2 6 8 

9 うつ病性障害（F32～F34,F38,F39） 0 20 20 
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10 神経症性障害、ストレス関連性障害及び身体表現性障害（F40～F45,F48） 12 65 77 

11 摂食障害及び身体的要因に関連した行動症候群（F50～F54,F59） 1 10 11 

12 成人の人格及び行動の障害（F60～F66,F68,F69） 0 4 4 

13 精神遅滞（F70～F73,F78,F79） 0 3 3 

14 心理的発達の障害（F80～F84,F88,F89） 0 5 5 

15 小児期青年期の行動及び情緒障害（F90～F95,F98） 0 5 5 

16 てんかん（G40,G41） 0 8 8 

17 その他（F99他） 1 0 1 

計 18 162 180 

※ 相談のみの来所者を除く 

 

⑥ 臨床検査 

臨床検査は尿検査のみ当センター内で実施しており、その他の検査項目については外部検査機

関に委託している。 

表1－6 

           件 数 

項 目 
延 件 数 計 

尿   検   査 15 
100 

その他の臨床検査 85 

 

⑦ 投薬状況 

投薬についてはセンター内の調剤所において、薬剤師2名により調剤を行っている。当センタ

ーにない薬剤を投与する場合には院外処方箋を交付して対応している。 

表1-7 

   件数 

月 
処方箋枚数 調剤件数 

4 56 137 

5 51 125 

6 52 119 

7 49 116 

8 50 127 

9 49 114 

10 51 111 

11 53 120 

12 57 146 

1 47 111 

2 48 116 



 

28 

 

3 62 147 

計 625 1,489 

 

⑧ 心理検査 

県内に発達障害者等の精神疾患に対応できる精神科医療資源が乏しいため、平成24年 5月より

週1回会計年度任用職員の臨床心理士を任用し、心理検査を実施している。 

表1－8 

内 容 件 数 

成人知能検査（ＷＡＩＳ－Ⅳ） 3 

児童知能検査（ＷＩＳＣ－Ⅳ） 4 

心理検査に係る相談 71 

 

（2）訪問支援 

本活動は地域精神保健福祉を推進するため、平成28年度より試行的にアセスメント訪問を開始

し、平成29年度よりデイケアを終了しアウトリーチ（訪問支援）を開始した。保健所相談におけ

る未受診、中断又は複雑困難例に対して保健所からの依頼で医師と他職種1名の合計2名で訪問

支援を行った。地域での対応が困難な精神疾患が疑われる事例への支援を保健所・市町村等と行

うことで、地域における支援体制の充実を図ることを目的としている。 

発達障害や不安障害を含む若年層の依頼が多く、アセスメント、疾患教育や行動療法的な関わ

り、医療機関等への紹介、関係機関連携のため事例検討会や研修会などを実施した。 

 

表 1 対象者の性別・年齢 

実人数 
性別 年齢 

男 女 20歳未満 20～39歳 40～64歳 65歳以上 

5 2 3 2 3 0 0 

 

表 2 保健医療圏別 

保健医療圏 東葛南部 山武長生夷隅 印旛 その他 

実 人 数 1 3 1 0 

 

表 3 延べ実施回数 

  アウトリーチ センター来所相談・外来 

場 所 

自  宅 30  

市役所・保健所 0  

その他 1  
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対 象 者 
本  人 30 2 

家族・関係者のみ 1 12 

合 計  31 14 

 

（3）センター家族会（にとな会） 

センター外来通所等の家族が自主的に運営している。隔月1回の定例会では勉強会や家族間の話

し合いが持たれている。臨床検査課長が定例会に出席している。また、機関紙『にとな会』を年6

回発行している。会員数は約16名で、令和3年度の活動内容は次のとおりであり、各回2～3名の

参加であった。 

 

定例会：5月28日、7月 9日、9月 24日、11月 26日、令和4年3月 25日  

 

(4) 後援報告  
一人で悩まずわかちあおう若者こころの集い 

  成田街かど心の集いは、自助グループ育成支援事業として平成14年度から成田地域生活支援セ

ンターと当センターで共催により実施していたが、平成17年度から成田地域生活支援センター単

独で開催しており、実施状況は以下のとおりであった。 

実 施 日：毎月 第3土曜日 計7回 

会 場：成田市保健福祉会館 

参加者数：実人数11名、延べ人数25名  
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5 審査課 

（1）精神医療審査会の状況 

本県の精神医療審査会は、医療委員15名、法律家委員5名、有識者委員5名の計25名の委員構成

で5合議体制をもって、医療保護入院届及び定期病状報告書の審査、さらに退院及び処遇改善に関す

る請求の審査を行っている。令和3年度は合議体を58回、全体会を1回開催した。 

① 年度別精神医療審査会審査件数 

  内 訳 

年 度 
入院届 

定期病状報告書
（医療保護入院） 

定期病状報告書
（措置入院） 退院請求 処遇改善請求 

平成30年度 5,563 3,584 74 97 8 

令和元年度 5,827 3,861 45 93 21 

令和2年度 5,795 4,104 44 92 12 

令和3年度 5,437 3,945 47 120 7 

 

② 年度別退院請求・処遇改善請求の処理件数  

 内訳 

 

 

年度 

請求内容 

請 

求 

件 

数 

審 

査 

件 

数 

請 

求 

取 

下 

要 

件 

消 

失 

審査結果       

 

計 

 

審 

査 

中 

 

入院
等は
適当 

他の
入院
形態
適当 

入院
継続
不要 

入院
等は
不適
当 

平 成 

30年度 

退 院 請 求 187 97 53 25 94 3 0 1※ 97 12 

処 遇 改 善 

請 求 
16 8 7 1 8 0 0 0 8 0 

令和 

元年度 

退 院 請 求 139 93 32 8 92 0 0 1 93 20 

処 遇 改 善 

請 求 
26 21 2 2 19 0 0 2 21 4 

令 和 

2年度 

退 院 請 求 189 92 42 26 91 1 0 1※ 92 29 

処 遇 改 善 

請 求 
16 12 2 2 11 1 0 0 12 0 

令 和 

3年度 

退 院 請 求 257 120 73 40 106 12 2 1※ 120 24 

処 遇 改 善 

請 求 
13 7 5 1 4 2 0 1 7 0 

※ 再掲 
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（2）自立支援医療費（精神通院医療）及び精神障害者保健福祉手帳業務 

自立支援医療費（精神通院医療）は、障害者総合支援法第６条に規定されている自立支援給付の一

つであり、精神通院医療費の自己負担額が原則１割となる制度である。申請窓口は市町村であり、所

得に応じ月額自己負担上限額が設けられている。市町村で申請届出受理や所定の事実の審査を行った

のちに、精神保健福祉センターで事務審査や診断書の審査を行い、受給者証の交付を行っている。 

精神障害者保健福祉手帳制度は、平成7年の精神保健福祉法改正時に創設された。精神障害のため

に日常生活に一定程度の支障がある者が、この手帳の交付を受け、各種福祉サービスを受けるなどに

より、自立と社会参加を図ることを目的にしている。 

また、平成18年 10月の一部法改正により、手帳に写真を貼付することとなった。申請窓口は市町

村であり、精神保健福祉センターでは申請に係る審査判定業務を行っている。 

両事務共に「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成25

年法律第27号）」の規定に基づく個人番号利用事務であり、情報連携を行っている。 

 

① 自立支援医療費（精神通院医療）受給者証所持者数（各年度末現在※千葉市を除く） 
                                       単位：人  

     年 度 

 
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

所 持 者 数 73,119 77,498 89,325 84,420 

 

 

② 精神障害者保健福祉手帳所持者数（各年度末現在※千葉市を除く） 
単位：人    

 

      年 度 

区 分 
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

等 級 

1 級 5,499 5,465 5,627 5,730 

2 級 23,247 25,109 26,477 28,387 

3 級 10,049 11,767 12,882 14,525 

合 計 38,795 42,341 44,986 48,642 


